
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
社

員
が
病
気
や
ケ
ガ
で
会
社
を

休
ん
だ
と
き
、
事
業
主
か
ら
そ
の
期
間

の
給
与
を
十
分
に
受
け
ら
れ
な
い
場
合

は
、
本
人
や
そ
の
家
族
の
生
活
保
障
を

目
的
と
し
た
傷
病
手
当
金
が
受
け
ら
れ

ま
す
。

改
正
健
康
保
険
法
に
よ
り
２
０
２
２

年
１
月
１
日
以
降
は
、
傷
病
手
当
金
の

支
給
期
間
の
通
算
化
を
行
な
う
こ
と
が

可
能
に
な
り
ま
す
。

傷
病
手
当
金
の
内
容

⑴
支
給
要
件

傷
病
手
当
金
は
、
図
表
１
の
①
〜
④

の
４
つ
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
し
た
と

き
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

⑵
対
象
期
間
と
支
給
期
間

た
と
え
ば
、
労
務
不
能
と
認
め
ら
れ

た
期
間
が
、
２
０
２
１
年
７
月
１
日
〜
７

月
15
日
で
あ
れ
ば
対
象
期
間
と
支
給
期

間
な
ど
は
図
表
２
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

⑶
傷
病
手
当
金
の
計
算
式

傷
病
手
当
金
の
１
日
あ
た
り
の
支
給

額
は
、「
支
給
開
始
日
以
前
の
12
か
月

の
各
月
の
標
準
報
酬
月
額
の
平
均

÷

30

日
×
３
分
の
２
」
で
算
出
さ
れ
ま
す
。

図
表
２
の
ケ
ー
ス
の
場
合
は
、

▼
１
日
あ
た
り
の
受
給
額
⬇

24
万
円

÷

30
×
３
分
の
２
＝
５
３
３
３
円

▼
総
支
給
額
⬇

５
３
３
３
円
×
12
日
＝
６
万
３
９
９
６
円

と
な
り
ま
す
。

図表１　４つの要件

図表2　対象期間と支給される期間の例

❶

❷
❸

❹

業務外の事由による病気やケガの療養のための
休業であること

仕事に就くことができないこと

連続する３日間を含み４日以上仕事に就けないこと

休業した期間について給与の支払いがないこと
(給与の支払いがあっても、傷病手当金の額よりも少ないこと)

労務不能と認められた期間

請求期間

待期期間

支給開始日

支給開始日以前12か月間の
各月の標準報酬月額の平均

支給される期間
（給与支払いなし）

2021年７月１日～７月15日

2021年７月１日～７月15日

2021年７月１日～７月３日
（傷病手当金対象外。有給休暇
 などで対応するのが望ましい）

2021年７月４日

240,000円
（2020年８月～2021年７月の
標準報酬月額の平均）

2021年７月４日～７月15日の
12日間

「傷病手当金」の支給期間が
通算可能となりました ひまわり社会保険労務士法人

社会保険労務士
酒井 明日子

健康保険の「傷病手当金」は、病気やケガで休業中であっても
給料の３分の２が支給される制度です。改正により、就業期間
中は「除外して」支給期間をカウントするようになりました。
この概要を解説します。

健康保険の
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ま
た
、
手
当
や
交
通
費
、
障
害
年
金

等
の
支
給
が
あ
る
場
合
は
支
給
額
に
調

整
が
入
り
ま
す
。

⑷
支
給
さ
れ
る
期
間

現
行
の
制
度
は
、
支
給
開
始
し
た
日

か
ら
最
長
１
年
６
か
月
（
復
職
期
間
を

含
む
）
で
す
が
、
２
０
２
２
年
１
月
１

日
以
降
は
、「
支
給
さ
れ
る
期
間
」
に
お

い
て
、
支
給
期
間
の
通
算
化
を
行
な
う

こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

支
給
期
間
の
通
算
化
と
は

現
在
の
支
給
さ
れ
る
期
間
は
、「
支

給
開
始
し
た
日
か
ら
暦
で
数
え
た
日
数

が
最
長
で
１
年
６
か
月
」
で
す
。
こ
の

期
間
は
暦
で
通
算
さ
れ
る
た
め
実
際
に

傷
病
手
当
金
が
支
給
さ
れ
て
い
た
か
ど

う
か
は
関
係
な
く
、
復
職
し
て
支
給
が

止
ま
っ
て
い
る
期
間
も
含
ま
れ
ま
す
。

法
改
正
後
は
「
暦
の
通
算
」
か
ら
「
実

際
に
傷
病
手
当
金
が
支
給
さ
れ
て
い
た

期
間
の
通
算
が
最
長
で
１
年
６
か
月
」

に
な
り
ま
す
。

た
と
え
ば
、
図
表
２
の
ケ
ー
ス
の
場

合
、
２
０
２
１
年
７
月
４
日
が
支
給
開

始
日
で
す
。
法
改
正
が
な
け
れ
ば
復
職

し
た
後
に
同
じ
病
気
が
再
発
し
て
休
職

し
た
場
合
で
も
、
受
給
で
き
る
期
間
は

２
０
２
１
年
７
月
４
日
か
ら
始
ま
り
１

年
６
か
月
後
の
２
０
２
３
年
１
月
３
日

で
終
了
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
同
じ
病
気
を
再
発
し
て

治
療
に
よ
る
休
職
を
繰
り
返
し
た
り
す

る
と
、
あ
っ
と
言
う
間
に
１
年
６
か
月

の
受
給
期
間
が
終
了
し
て
し
ま
い
、
実

際
に
傷
病
手
当
金
を
受
給
で
き
た
の
は

数
か
月
程
度
だ
っ
た
と
い
う
ケ
ー
ス
が

見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
復
職
期
間
が
含
ま
れ
る
た
め

に
復
職
を
た
め
ら
っ
て
社
会
復
帰
が
遅

れ
た
り
、
復
職
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
失
っ

て
そ
の
ま
ま
離
職
し
て
し
ま
う
ケ
ー
ス

や
、
受
給
そ
の
も
の
を
選
択
せ
ず
、
の

ち
に
重
症
化
し
た
と
き
の
た
め
に
取
っ

て
お
く
と
い
っ
た
よ
う
に
、
傷
病
手
当

金
を
活
か
せ
ず
十
分
な
保
障
を
受
け
ら

れ
な
い
ケ
ー
ス
も
問
題
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。

今
回
の
改
正
で
、
支
給
期
間
の
通
算

化
を
行
な
う
こ
と
が
可
能
に
な
る
と
、

い
ま
ま
で
は
復
職
な
ど
の
出
勤
に
伴
い

不
支
給
と
な
っ
て
い
た
期
間
の
傷
病
手

当
金
を
延
長
し
て
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
す
の
で
、
会
社
を
休
ん
で
治
療

等
を
受
け
て
い
る
１
年
６
か
月
の
す
べ

て
の
日
に
お
い
て
傷
病
手
当
金
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
（
図
表
３
）。

休
業
中
に
施
行
日
を

ま
た
い
だ
場
合
の
経
過
措
置

２
０
２
２
年
１
月
よ
り
前
に
受
給
し

て
い
る
人
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
経

過
措
置
を
設
け
て
い
ま
す
。

施
行
日
前
日
の
２
０
２
１
年
12
月
31

日
時
点
で
、
暦
の
通
算
で
１
年
６
か
月

が
経
過
し
て
い
な
い
場
合
は
、
支
給
期

間
は
通
算
さ
れ
ま
す
。
２
０
２
２
年
１

月
１
日
よ
り
前
に
暦
の
通
算
で
１
年
６

か
月
が
経
過
し
て
い
る
場
合
に
つ
い
て

は
、
経
過
措
置
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
の
企
業
の
対
応

傷
病
手
当
金
は
、
働
け
ず
に
十
分
な

給
与
を
受
け
ら
れ
な
い
社
員
に
と
っ
て

大
事
な
収
入
の
補
填
に
な
り
ま
す
。
会

社
は
対
象
社
員
の
通
算
日
数
な
ど
を
正

確
に
把
握
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

こ
れ
か
ら
施
行
の
時
期
が
近
づ
い
て

図表3　現行と改正後の支給期間

支 給 支 給不支給 不支給

支給開始から
１年６か月以降は

不支給

１年６か月

不支給不支給

欠勤 欠勤出勤 出勤 欠勤出勤

〈 現 行 〉 支給開始から１年６か月を経過する時点まで支給
（１年６か月後に同じ疾病が生じた場合でも不支給）

〈改正後〉 支給期間を通算して、１年６か月を経過した時点まで支給

▲
再発

支 給 支 給不支給 不支給

１年６か月

通算１年６か月

支 給不支給

欠勤 欠勤出勤 出勤 欠勤出勤

▲
再発

▲
再々発

▲
再々発

通算１年６か月まで
支給

出典：厚生労働省 「傷病手当金について」より
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き
ま
す
の
で
、
現
在
傷
病
手
当
金
を
受

給
中
も
し
く
は
受
給
期
間
を
残
し
て
復

職
し
て
い
る
社
員
に
は
、
法
改
正
に
よ

る
通
算
化
を
し
っ
か
り
と
説
明
し
て
一

緒
に
受
給
期
間
を
確
認
し
て
お
く
と
よ

い
で
し
ょ
う
。

現
在
、
年
金
制
度
改
正
法
の
成
立
に

よ
り
社
会
保
険
の
適
用
拡
大
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
従
業
員
数

５
０
１
人
以
上
の
企
業
に
対
し
て
社
会

保
険
の
適
用
義
務
が
あ
り
ま
し
た
が
、

２
０
２
２
年
10
月
か
ら
は
従
業
員
が
１

０
１
人
以
上
の
企
業
、
２
０
２
４
年
10

月
か
ら
は
51
人
以
上
の
企
業
と
段
階
的

に
拡
大
さ
れ
ま
す
。

傷
病
手
当
金
は
、
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
れ
ば
正
社
員
、
パ
ー
ト
、
ア
ル

バ
イ
ト
な
ど
の
区
別
な
く
申
請
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

社
会
保
険
の
適
用
拡
大
に
よ
り
社
会

保
険
の
加
入
者
が
増
え
れ
ば
、
傷
病
手

当
金
を
受
給
で
き
る
社
員
の
範
囲
も
広

が
り
ま
す
。
そ
れ
に
加
え
て
支
給
期
間

の
通
算
化
が
行
な
わ
れ
る
の
で
、
申
請

者
の
個
別
の
情
報
管
理
が
必
要
と
さ
れ

ま
す
。

法
改
正
の
背
景

給
付
は
高
齢
者
中
心
で
、
そ
の
負
担

は
現
役
世
代
が
中
心
で
あ
り
な
が
ら
、

現
役
世
代
は
給
付
が
少
な
い
と
い
う
こ

れ
ま
で
の
社
会
保
障
の
構
造
を
見
直

し
、
す
べ
て
の
世
代
で
広
く
安
心
を
支

え
て
い
く
「
全
世
代
対
応
型
の
社
会
保

障
制
度
」
を
構
築
す
る
た
め
に
健
康
保

険
法
等
の
一
部
の
改
正
法
が
成
立
し
ま

し
た
。
そ
の
う
ち
の
１
つ
が
「
傷
病
手

当
金
の
支
給
期
間
の
通
算
化
」
で
す
。

事
業
主
は
、
こ
の
制
度
の
趣
旨
を
よ

く
理
解
し
、
社
員
に
丁
寧
な
説
明
を
し

て
傷
病
手
当
金
の
活
用
が
図
ら
れ
る
よ

う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

ま
た
、
申
請
手
続
き
の
際
は
、
書
類

の
記
載
等
に
不
備
が
あ
る
と
支
給
が
遅

れ
ま
す
の
で
、
保
険
者
（
協
会
け
ん
ぽ

等
）
か
ら
申
請
に
必
要
な
書
類
を
求
め

ら
れ
た
と
き
に
ス
ピ
ー
デ
ィ
に
対
応
で

き
る
よ
う
、
社
員
と
円
滑
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
よ
う
に
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

治
療
と
仕
事
の
両
立
を

支
援
す
る
取
組
み

医
療
の
進
歩
に
よ
り
就
業
と
治
療
の

両
立
が
可
能
な
時
代
に
な
り
、
現
在
は

病
気
の
治
療
を
し
な
が
ら
就
業
し
て
い

る
人
は
、
労
働
人
口
の
３
人
に
１
人
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
治

療
の
た
め
や
職
場
の
理
解
が
得
ら
れ
な

い
等
で
離
職
し
て
い
く
人
も
存
在
し
て

い
ま
す
（
図
表
４
）。

病
気
を
抱
え
な
が
ら
働
く
人
に
と
っ

て
は
、
収
入
の
面
だ
け
で
な
く
、
就
業

場
所
が
あ
る
こ
と
や
働
く
こ
と
そ
の
も

の
が
治
療
に
立
ち
向
か
う
心
の
支
え
に

も
な
り
ま
す
。

一
度
治
療
が
終
了
し
た
後
も
、
繰
り

返
し
治
療
が
必
要
に
な
る
場
合
や
定
期

的
な
通
院
が
必
要
と
な
る
ケ
ー
ス
も
あ

り
ま
す
。
従
業
員
に
は
傷
病
手
当
金
の

通
算
化
を
う
ま
く
活
用
し
て
も
ら
い
、

企
業
は
、
治
療
と
就
業
の
両
立
が
で
き

る
よ
う
休
暇
制
度
・
勤
務
制
度
の
整
備

や
相
談
窓
口
等
を
設
け
る
な
ど
の
取
組

み
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
普
段
か
ら
社
員
へ
健
康
の
維

持
促
進
に
つ
い
て
積
極
的
に
働
き
か

け
、
社
員
が
長
く
活
躍
で
き
る
環
境
を

つ
く
る
こ
と
も
こ
れ
か
ら
の
企
業
に
は

大
切
で
す
。

図表4　治療と職業生活の現状
出典：厚生労働省 「2013年度国民生活基礎調査」罹患しながら働く人数（主な疾病）

全疾病 2,007万人
（主要疾病合計 782万人）

日本の労働人口の約３人に１人が
何らかの疾病を抱えながら働いている
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出典： 「がんの社会学」に関する研究グループ
 「2013 がん体験者の悩みや負担等に関する実態調査」がん患者の離職理由

治療を続けながら
働くための制度や
社内の理解が不十分5
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辞めるように促された、もしくは
辞めざるを得ないような配置転換をされた

解雇された

もともと辞めるつもりだった

治療や静養に必要な
休みをとることが難しかった

会社や同僚、仕事関係の人々に
迷惑をかけると思った

仕事を続ける自信がなくなった

さかい あすこ 2010年に開業し、多くの企業のサポートを行なう。
 著書に『身近な人が亡くなった後の手続のすべて』（自由国民社）等がある。
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